
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年 ９月 

どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん しょうかい

休 日
きゅうじつ

を利用
りよう

して家族
かぞく

で読書
どくしょ

をする「ひみのえファミリー読書
どくしょ

」に夏休
なつやす

みも取
と

り組
く

んでいただ

き、ありがとうございました。家族
かぞく

で一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

を楽
たの

しむことで、とても有意義
ゆ う い ぎ

な時間
じかん

を過
す

ご

していただけたのではないでしょうか。これからもぜひ親子
おやこ

で読書
どくしょ

を楽
たの

しんでみてください。 

 子供
こ ど も

たちとお家
うち

の方
かた

から、心 温
こころあたた

まる感想
かんそう

をたくさんお寄
よ

せいただきました。その中
なか

から、

いくつかをご紹 介
しょうかい

します。 

 

                            

１年生
ねんせい

 

・かちまけではなく、だいじなのは、なかよく楽
たの

しむことだとおもいました。 
（『かってもまけてもいいんだよ』） 

・ぼくもともだちにいつも「ありがとう」といえるようになりたいです。（『トイ・ストーリー』） 

・うそをつくことはダメだとおもいました。ともだちと楽
たの

しい話
はなし

をたくさんしたいなと、お

もいました。                      （『にじいろのさかなとおはなしさん』） 

・大きいごうか客船
きゃくせん

に乗
の

りたくなりました。          （『小学館
しょうがっかん

の図鑑
ず か ん

 のりもの』） 

・ティラノサウルスが敵
てき

のきょうりゅうに立
た

ち向
む

かい、とても勇
ゆう

かんだとおもいました。 

                                                                            （『異種
い し ゅ

最強
さいきょう

王
おう

図鑑
ず か ん

』） 

・いろんなピンチがでてきて、おもしろかったです。ぼくもピンチになったら、思
おも

い出
だ

しての

りこえたいです。                          （『大
だい

ピンチずかん』） 

・一休
いっきゅう

さんは、とてもやさしくて、頭
あたま

がよかったです。          （『一 休
いっきゅう

さん』） 

子供
こ ど も

：本
ほん

の感想
かんそう

文
ぶん

より 

 

・小
ちい

さい頃
ころ

に読
よ

み聞
き

かせていた絵本
え ほ ん

を、今回
こんかい

は子供
こ ど も

に読
よ

んでもらい、とても感慨深
かんがいぶか

いものが

ありました。 

・知
し

らない漢字
か ん じ

を調
しら

べながら読
よ

んで、一生懸命
いっしょうけんめい

聞
き

いてもらおうとする意思
い し

が伝
つた

わりました。 

・これまで本
ほん

の感想
かんそう

を聞
き

くことがあまりなかったので、時々
ときどき

聞
き

いていきたいと思
おも

います。 

・音読
おんどく

の練習
れんしゅう

をしていたので、本
ほん

を読
よ

むのがすごく上手
じょうず

になったと感心
かんしん

しました。 

・読
よ

み聞
き

かせをする機会
き か い

が減
へ

ってきたので、嬉
うれ

しそうに聞
き

いてくれる娘
むすめ

を見
み

て、私
わたし

も嬉
うれ

し

くなりました。 

・戦争
せんそう

の話
はなし

を読
よ

み聞
き

かせしたあと、子供
こ ど も

も私
わたし

も涙
なみだ

が出
で

てきました。一緒
いっしょ

に命
いのち

の大切
たいせつ

さに

ついて考
かんが

えることができてよかったです。 

・後悔
こうかい

をしたくないので、飼
か

っている犬
いぬ

に、ねる前
まえ

に大
だい

すきだよと言
い

ってあげたいです。 
                                                                           （『ずーっとずっとだいすきだよ』） 

・夜
よる

の学校
がっこう

はこわいけどおばけんピックで色々
いろいろ

なおばけと一緒
いっしょ

に走
はし

ってみたいです。（『学校
がっこう

ななふしぎ』） 

・良
よ

いことをしたら、自分
じ ぶ ん

にも返
かえ

ってくるので、わたしも良
よ

いことをしようと思
おも

いました。 
                                                                       （『しりたがりやのこいぬとみつばち』） 

・お母
かあ

さんが子供
こ ど も

を産
う

んですぐに死
し

んでしまうのが悲
かな

しすぎると思
おも

いました。 （『生
う

まれてくるよ海
うみ

の中
なか

』） 

・助
たす

け合
あ

うことは大事
だ い じ

だと思
おも

いました。困
こま

っている友
とも

だちがいたら助
たす

けてあげたいと思
おも

います。          
   （『おしりたんてい いせきからのＳＯＳ』） 

・宇宙
うちゅう

に人間
にんげん

以外
い が い

の生物
せいぶつ

がいるのか、調
しら

べたいと思
おも

いました。   （『ドラえもん科学
か が く

ワールド宇宙
うちゅう

の不思議
ふ し ぎ

』） 

子供
こ ど も

：本
ほん

の感想
かんそう

文
ぶん

より 

 

２年生
ねんせい

 

・一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

をしてみると、子供
こ ど も

の想像力
そうぞうりょく

の豊
ゆた

かさに驚
おどろ

きました。 

・兄弟
きょうだい

で一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

をすることがなかったので、いい経験
けいけん

になりました。 

・本
ほん

を読
よ

むことが苦手
に が て

なようですが、一緒
いっしょ

に本
ほん

を選
えら

んで読
よ

み聞
き

かせをすると喜
よろこ

んでくれたので、また

一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

をしたいと思
おも

います。 

・もっと本
ほん

を好
す

きになって、自分
じ ぶ ん

の好奇心
こうきしん

や想像
そうぞう

を人
ひと

に話
はな

せるようになるよう、声
こえ

かけしたいです。 

・一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

をしながら、図書室
としょしつ

での話
はなし

や友
とも

だちの間
あいだ

で人気
に ん き

のある本
ほん

の話
はなし

を聞
き

くことができました。 

・一年生
いちねんせい

の時
とき

よりもさらに上手
じょうず

に音読
おんどく

ができるようになっており、成長
せいちょう

を感
かん

じました。 

・４歳
さい

の 弟
おとうと

が楽
たの

しめるように読
よ

んでいました。兄弟
きょうだい

のあたたかい時間
じ か ん

を見
み

て嬉
うれ

しくなりました。 

・いつの間
ま

にか細
こま

かい字
じ

の本
ほん

を自分
じ ぶ ん

と同
おな

じくらいのスピードで読
よ

むようになっていて驚
おどろ

きました。 

・今回
こんかい

のファミリー読書
どくしょ

で、子供
こ ど も

が何度
な ん ど

も同
おな

じ本
ほん

を読
よ

み返
かえ

しているのを見
み

て、お気
き

に入
い

りの本
ほん

が見
み

つかっ

て良
よ

かったと思
おも

いました。 

・私
わたし

が子供
こ ど も

の頃
ころ

に読
よ

んでいた本
ほん

を娘
むすめ

が読
よ

んでいたので、なんだか嬉
うれ

しかったです。 

・普段
ふ だ ん

は忙
いそが

しくて本
ほん

を読
よ

む時間
じ か ん

が無
な

いので、娘
むすめ

と一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

をしてゆっくりとした時間
じ か ん

を過
す

ごせました。 

・本
ほん

について色々
いろいろ

教
おし

えてくれて、こんな風
ふう

に日々
ひ び

、様々
さまざま

な知識
ち し き

を身
み

につけているのだなと思
おも

いました。 

・いつの間
ま

にか、文庫本
ぶんこぼん

を読
よ

めるまでに成長
せいちょう

したことに感心
かんしん

しました。 

・友
とも

だちとけんかをしたとき、「ぼくは悪
わる

くない」と思
おも

わないで「ぼくもごめんね」と言
い

えるようになり

たいです。                                  （『けんかのたね』） 

・冒険
ぼうけん

の本
ほん

を読
よ

みました。ぼくはみんなを助
たす

ける人
ひと

になりたいです。       （『十五
じゅうご

少年
しょうねん

漂流記
ひょうりゅうき

』） 

・周
まわ

りの人
ひと

にどう思
おも

われるか気
き

になるきつねの気持
き も

ちがよく分
わ

かります。自分
じ ぶ ん

に自信
じ し ん

をもってなんでも

やることが大事
だ い じ

だと思
おも

いました。                       （『それで、いい！』） 

・野菜
や さ い

の皮
かわ

をむく時
とき

など、いつもみんなのことを考
かんが

えて給 食
きゅうしょく

を作
つく

ってくださることに感謝
かんしゃ

したいです。 

（『給 食 室
きゅうしょくしつ

のいちにち』） 

・正
ただ

しい姿勢
し せ い

やえんぴつの持
も

ち方
かた

など、きれいな字
じ

を書
か

く大切
たいせつ

さが分
わ

かりました。（『きれいな字
じ

のひみつ』） 

・お話
はなし

の中
なか

のうさぎのように、言
い

われてうれしくなる言葉
こ と ば

をぼくも使
つか

いたいと思
おも

います。（『それでいい』） 

お家
うち

の方
かた

：ファミリー読書
ど く し ょ

の感想
かんそう

より 

 

お家
うち

の方
かた

：ファミリー読書
ど く し ょ

の感想
かんそう

より 

 

子供
こ ど も

：本
ほん

の感想
かんそう

文
ぶん

より 

 

３年生
ねんせい

 

お家
うち

の方
かた

：ファミリー読書
ど く し ょ

の感想
かんそう

より 

 


